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研究成果の概要： 

 ソ連邦崩壊後に成立した中央アジア諸国（ウズベキスタン、キルギス、カザフスタン、タジ

キスタン、トルクメニスタン）における民族、宗教、言語文化の変化過程を研究対象とした本

プロジェクトでは、タシケント東洋学大学内に設置された筑波大学中央アジア国際連携センタ

ーを拠点に、新秩序形成期の基礎資料収集を行い、今後の多民族共存、市民社会形成、宗教復

興運動といった問題系への展開の方向が明確となった。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

２００８年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文化人類学 ・ 文化人類学・民俗学 

キーワード：中央アジア、民族運動、言語政策、宗教運動、市民組織、民族文化、民族的アイ

デンティティ、移行経済体制       

  
 
１．研究開始当初の背景 

１９９１年にソ連邦が崩壊する中でＣＩ
Ｓ諸国が成立したが、中央アジアではウズベ
キスタン、キルギス、カザフスタン、タジキ
スタン、トルクメニスタンの５カ国が独立を
達成した。多くの民族集団が共存し、宗教的
にも多元的な各国は、旧ソ連邦の頚木から解
放され、それぞれの状況に応じて国家形成の
過程を辿りつつある。各国における政治変動

の方向はいまだ不透明だが、上海協力機構等
の国家間の新秩序形成の兆しが見られる。 

他方で、各国において開始された脱社会主
義の動きの中で、民族集団の活性化と宗教組
織の国境を越えた活動が顕著である。しかし、
こうした中央アジアの新社会秩序に関する
調査研究は、社会的な要請に比して、立ち遅
れているのが現状である。 
本研究プロジェクトは中央アジア５カ国
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のうち、現地における調査研究と現地研究者
との共同作業が可能である４カ国（ウズベキ
スタン、キルギス、カザフスタン、タジキス
タン）を選び、その社会・文化の動態に関す
る先駆的な実態解明を行うものである。 

調査対象の焦点は、復活した民族集団や宗
教集団の動態、そして日常使用言語の変化で
ある。民族集団に関していえば、旧ソ連邦統
治下では、「民族自決権の尊重」の建前は実
現を見ず、実態としては否定されていた。独
立国家成立後、各共和国の中の支配的民族集
団が自民族中心の国家統合を企図する一方
で、少数民族集団が抵抗運動を展開している。
各国における民族紛争の噴出については、そ
の原点を帝政ロシアや旧ソ連邦の支配以前
の各民族の固有の歴史にあることを認識し、
遡及的な解明を行う必要がある。 

宗教に関していえば、社会主義体制下では
抑圧されていた、諸宗教の活性化の波を確認
することができる。とりわけイスラム教は、
政治方針をめぐり内部的分岐を随伴させつ
つ、活発な組織化と政治改編を求める運動が
国境を跨いで推進している。 
加えて、民族と宗教は現在進行中の社会変

化の軸であるが、その直接的な反映は日常使
用言語において確認できる。ロシア語から民
族言語への変更、キリール文字表記からロー
マ字表記やアラビア語表記への切り替え、英
語やアジア言語学習の拡大等の中に、ロシア
の覇権をはねのけて台頭する、民族的宗教的
アイデンティティを読み取ることができる。 
以上のように、本プロジェクトでは中央ア

ジア各国で進行しつつある、上記の変化と動
態を、人文社会科学の諸分野で実績のある日
本および中央アジアの研究者を組織し、２年
間にわたる共同研究を通じて解明すること
をめざす。具体的には、民族集団、宗教集団
及び言語文化の３つの領域につき、研究班を
構成し、諸資料の収集、アンケート調査、現
地の視察や面接調査等を進め、分析を深める。
それと共に、月例研究会の討議を通じて３つ
の分野の総合的解明を進めようとするもの
である。 
現在、各国共に大規模な現地調査を展開す

ることが困難な状況下で、本プロジェクトで
は中央アジア各国の実態に関する基礎的な
データの体系化、および進行中の事態の把握
という先駆的な作業を行うことをめざす。そ
のことを通じて、国内外の学会や中央アジア
での経済協力等のステイクホールダーに対
して、さらなる学術的な貢献を行うと共に、
次なる国際共同プロジェクトの基盤を固め
ようとするものである。 

 
 

２．研究の目的 

研究代表者をはじめとする筑波大学の研

究者は、最近３年間の努力を通じて中央アジ
ア 4カ国の１２の大学および研究機関との間
で学術交流協定のネットワークを構築して
きた。その過程で、タシケント東洋学大学キ
ャンパス内に、筑波大学中央アジア国際連携
センターを設置し、活発な研究交流と教育交
流活動を開始している。また筑波大学内にお
いても、人文社会科学研究科内に連携センタ
ー事務局を置き、多様な国際交流活動を推進
している。 

こうした基盤整備の実情を踏まえ、本プロ
ジェクトでは、移行体制下の中央アジア地域
の社会変動と新秩序の形成過程を、学際的総
合的に把握することをめざす。具体的には、
２年間にわたる本研究計画全体を通して、連
携研究者、研究協力者の課題別分担をしつつ、
データの収集と検討を進める。同時に宗教、
国の違いを勘案した統一的な調査項目表と
質問票を作成し、同一項目に関する比較が可
能となるサンプルデータの収集に努める。 

また連携研究者の作業は、国内外の文献資
料、インターネット等による資料収集と分析
を基本とし、各年度各研究班の研究者を現地
に派遣し、現地調査と資料収集に当らせる。
現地側の海外研究協力者は、それぞれの国に
おいて資料収集と分析を進めると共に、各年
度総合的共同研究作業と研究発表会のため
の招聘を行う。 

具体的な調査方法だが、初年度１年目の調
査研究は、各国の首都圏中心に組織された民
族集団、宗教組織の実態分析を中心に進める。
これらの中心組織からトップダウンの傾向
を持って進められつつある再編、活性化の動
きの全体構造の掌握に力点を置く。調査対象
を大都市圏に定めつつ、地方都市との国内的
ネットワークを通じて、トップダウン的変化
がどこまで浸透しているかも研究を進める。 

また近年、海外出稼ぎ等によって、欧州や
東アジア諸地域への海外在住者との国際的
ネットワークが重要な役割を果たしている
との指摘がなされていることを考慮し、イン
ターネット等最新のメディアを使ったグロ
ーバルな展開の実態把握を、組織外部の側か
ら努める。加えて、言語文化についても、首
都圏における変化に着目した研究を進める。
月例の研究会を組織し収集した資料、情報の
共有に努めると共に、分析・総合を深める。  

その上で、現地調査や海外の協力者の報告も
月例の研究会を軸に組み込んでゆく。 

 第２年度の調査研究は、各国の種々の変化
に対するボトムアップの動きと、中心部から
の働きかけに対する反応の実態把握を中心
に進める。初年度の調査が民族・宗教組織の
中心から発信されるトップダウンの変化、あ
るいは組織中枢のアクターの意図等に着目
するのに対し、2 年目の調査はそうした変化
を担う基礎ユニット、すなわち個人、家族、



 

 

地域共同体、市民社会における日常生活レベ
ルにおける変化に調査の力点を移し、本プロ
ジェクトが企図する上からと下からの両面
からの総合的把握をめざす。２－３月には内
外の研究者を招いた研究集会を開催する。 

 

 

３．研究の方法 

２年間にわたる本研究計画全体を通して
の研究組織は連携研究者の分担をウズベキ
スタン、カザフスタン、キルギス、タジキス
タンと国別編成を基本として組織した。また
研究課題にそって民族集団の動態分析班、宗
教集団の動態分析班、言語文化の動態分析班
の３組織を編成した。各班における共同研究
を進めつつ現地調査派遣も行った。参加者全
員が問題群と調査法を共有するため、定例の
共同研究会を開催し研究班相互の情報交換
と分析枠組みにおける統合性を確保した。ま
た宗教、国家の違いを勘案しつつ統一的な質
問票を各国版で作成し使用する努力を行い、
言語文化動態分析班においては有効な質問
票調査を進めることができた。民族集団動態
分析班、宗教集団動態分析班においても新た
な視点からの面接調査、参与観察を進めるこ
とができた。 

 

 

４．研究成果 
本研究プロジェクトの代表者および連携

研究者は、筑波大学の研究者を中心にして組
織しており、既に３年間にわたる研究会と数
次にわたる国際シンポジウムを通じて準備
を進めてきた。そのために、本プロジェクト
においても、学際的新領域開拓の実をあげる
ことができた。 
移行体制下にある、中央アジア各国の情報

収集および現地渡航・調査研究は大きな制限
がある。そうした状況下で、我々は先駆的努
力を通じて、中央アジア 4カ国の１２の拠点
大学・研究機関との間で学術交流協定のネッ
トワークを構築し、活発な研究交流と教育交
流活動をすでに開始していたため、予想され
た困難に直面することもなく、調査遂行・実
施が可能となった。 
とくに、タシケント東洋学大学キャンパス

内に設置された、筑波大学中央アジア国際連
携センターの存在は、特筆すべきである。同
センターは、第２回「中央アジア＋日本」の
外相会議で出された「行動計画」においても
高く評価されているところであり、これによ
り海外の研究者に対して認められる最大限
の便宜供与と協力・支援を受けることが可能
となった。 
また本プロジェクトの目的自体は調査期

間が２年間であったため、研究対象は予備的
かつ基礎的なものを当初より指向し、調査自

体も小規模のものに留まらざるを得なかっ
た。しかし、他方で並行して進行する各種交
流・教育活動（大学間研究交流、英語特別プ
ログラムによる国費留学生受入れ、ＪＩＣＥ
－ＪＤＳ留学生受入れ、ＪＡＳＳＯ支援の短
期留学交流等）を通じて、本プロジェクト以
外の資金による研究者、大学院生の相互交流
も確保できるなど、本プロジェクトが生んだ
波及効果や副次的な影響が教育面にも及ん
でいる。 
調査・研究の面では、国際的な欧米研究機

関や海外からの研究者の入国、さらには調査
や国際連携に各種の制限がある中で、既に交
流協定のネットワークを構築している我々
は、多くの面で先行していることが実証され
た形となった。加えて、研究組織の中心に位
置するウズベキスタン出身の国際政治学研
究者ティムール・ダダバエフ准教授は、国際
共同研究の実をあげる上で重要な役割を果
たしてくれた。 
また基礎調査のデータ収集過程から、将来

的にはＥ．ゲルナーのイスラム社会研究や、
Ａ．コーエンのエスニシティ研究等多くの仮
説を実証的に検証しつつ、中央アジア研究の
ための新たなモデルと方法論の検討が次な
る興味深い問題系として浮かび上がってき
た。さらに、早期に克服されるべきである中
央アジア研究面に見られる分断状況、すなわ
ち東洋史等による西域史研究、ロシア支配下
の中央アジア研究、ソ連時代の中央アジア研
究、独立後の中央アジア研究の４つの位相の
研究の没交渉的状況は、一つのディシプリン
に留まらない学際的なアプローチによって
のみ克服可能であると、確認を得るに至った。 

今後はそうした次なる課題に向けて、総合
大学としての筑波大学の有する人材と交流
協定のネットワークを通じた、研究協力体制
の更なる確立を目指し、他方で学際的、通時
代的な研究アプローチを一層練成していく
必要がある。 
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